
令和２年度廿日市市地域包括支援センター事業計画書

１ 総括事項

(1) 設置

廿日市市福祉保健部 地域包括支援センター

① 地域包括支援センター はつかいち 廿日市東部、廿日市中部、廿日市西部

② 地域包括支援センター さいき 佐伯、吉和

③ 地域包括支援センター おおの 大野、宮島

地域高齢者総合相談窓口運営事業（社会福祉法人委託）

ブランチ吉和、ブランチ宮島

(2) 職員配置 （令和２年４月１日時点）

※ 保健師（正職）のうち、1人は主任介護支援専門員として配置。

１

包括名 正 職 客員スタッフ 会計年度職員 合計

地域包括支援センター 所長 1 1

はつかいち
保健師 2 主任介護支援専門員 2

社会福祉士 2

介護支援専門員 13

認知症地域支援推進員 2

会計年度職員（事務） 2

23

さいき
保健師 ※2

社会福祉士 1

介護支援専門員 2

会計年度職員（事務） 1
6

おおの 保健師 1
主任介護支援専門員 1

社会福祉士 1

介護支援専門員 4

認知症地域支援推進員 1

会計年度職員（事務） 1

9

合 計 7 6 26 39

資料４



２ 事業計画

【基本業務】

業務内容・取り組み 留意点

(1) 高齢者の総合相談支援業務

① 高齢者が住み慣れた地域で、安心してその人らしい

生活を継続していくことができるよう、高齢者の心身

の状況や生活の実態、必要な支援等を幅広く把握し、

関係機関との連携のもと、様々な相談内容について、

総合的に相談・支援できる体制をつくる。

◆ 「地域における相談支援の拠

点」として窓口の周知啓発。

◆ 民生委員等、地域の関係機関

と密接な連携を図る。

◆ 関係機関との連携を深め、複

合的な課題を持つ世帯への対

応を行う。

(2) 虐待防止を含む権利擁護業務

① 高齢者虐待防止の取組や高齢者の保護、養護者に対

する適切な支援を行う。

関係者が共通理解を深めて、虐待の早期発見や早期

対応及び、虐待防止の推進を図る。

◆ 関係機関との連携強化（高齢

者虐待防止ネットワーク会議

等の開催）

◆ 専門職を対象にした成年後

見制度研修、虐待に関する研修

の実施等

◆ 虐待防止と成年後見制度の

マニュアル作成

(3) 介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務

介護予防・介護予防ケアマネジメント

① 要支援認定者又は基本チェックリスト該当者（事業

対象者）に対して、介護予防及び日常生活支援を目的

とするケアプランを作成する。

◆ できるだけ居宅で自立した

日常生活を営むことができる

よう、個々の状態に応じて自立

に向けたサービスを提供して

２



３

※ その業務の一部を居宅介護支援事業所に委託する いくためのケアマネジメント

を実施。

◆ そのプロセスにおいては、廿

日市市介護予防ケアマネジメ

ントマニュアルに沿って自立

支援に資する介護予防ケアマ

ネジメント（重度化防止、自立

支援）を実施。

※ 地域包括支援センターと事

業実施状況を共有し、緊密な連携

を図る。

(4) 包括的･継続的マネジメント支援業務

① 個々の高齢者の状況や変化に応じたケアマネジメ

ントを実現するために、地域における連携・協働の体

制づくりや個々の介護支援専門員に対する支援等を

行う。

② 地域において施設・在宅を通じた切れ目ないケアを

実施するため、地域の介護支援専門員や関係機関との

連携を密にする。

③ 医療・介護・福祉関係者への情報共有

多職種で情報共有できる連携シートの継続活用。

④ 自立支援型個別ケア会議の開催（年２回）

◆ 知識や情報の共有とスキル

アップ（居宅介護事業者連絡

会、主任介護支援専門員連絡

会、地域個別ケア会議の開催）

◆ 主任介護支援専門員と協働

で事例検討会を開催。

※ 多様な関係機関の関係者と

の意見交換の場を設ける。

◆ 専門職の助言をもとに、自立

支援・重度化防止等に資する観点

から、個別事例の検討を行う。



【令和２年度 重点取組】

４

(1) 地域・関係機関とのネットワーク

① 地域ケア会議

地域の医療と介護等の多様な職種や地域住民との連

携を強化し、個別事例の検討から地域課題を把握・検

討する地域ケア会議を運営する。

・ちょっとひと息医療とふくしの相談室

◆ 個別事例に関する関係者を

集めた地域ケア個別会議を

各担当圏域で開催し、個別ネット

ワークの構築を図るとともに、そ

のネットワークが他の高齢者や

地域全体にも活用できるように

工夫する。

(2) 認知症対策の推進

① 認知症になっても住み慣れた地域で生活を継続す

るために、医療、介護及び生活支援など連携したネ

ットワークを形成し、認知症の人への効果的な支援を

行う。

② 認知症地域支援推進員の活動や、認知症初期集中支

援チームとの協働により、認知症の人を早期に医療や

必要なサービス機関につなげる。

◆ パンフレットや認知症ケア

パス等の媒体を活用して認知症

対策の普及啓発。

◆ 認知症情報交換と交流の集

い（認知症カフェ）の支援。

(3) 介護予防、自立支援、重度化防止の推進

① 日々の相談支援及び関係機関・団体等との連携によ

り収集した情報を活用し、閉じこもり等の支援を要する

人を早期に把握し、介護予防の活動につなげる。

・ まめでいきいき元気教室

・ 高齢者サロン等既存団体からの依頼に基づく出前

講座の実施

・ 「いきいき百歳体操」の実施

◆ 生活機能低下、閉じこもり

等、何らかの支援を要する高齢

者の早期把握。

◆ 「いきいき百歳体操」をツー

ルとした、地域における住民主

体の介護予防活動の育成・支

援。

◆ 介護予防・重度化防止支援員

（リハビリ職）との協働を促

進。



３ 予算に関する事項
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歳　入

令和元年度当初予算額 令和２年度当初予算額 増減

① ② ②－①

01 サービス収入 01 介護予防マネジメント収入 01 介護予防マネジメント収入 60,650 62,938 2,288

02 繰越金 01 繰越金 01 繰越金 1 1 0

03 諸収入 01 雑入 01 雑入 35 36 1

総計 60,686 62,975 2,289

歳　出

令和元年度当初予算額 令和２年度当初予算額 増減

① ② ②－①

01 事業費 01 介護予防支援事業費 01 介護予防支援事業費 59,780 62,573 2,793

02 諸支出金 01 保険事業勘定繰出金 01 保険事業勘定繰出金 906 404 △ 502

総計 60,686 62,977 2,291

令和２年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

款 項 目

款 項 目


